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されていないというか、「こういうふうフレームワーク的に考えて、これは大切なことだか
ら、ちゃんとそれをやっているかどうかをきちんと評価しよう」という、そういうところが
なくて、たまたまうまくいったときは、今までの枠組みの中からだけ見て、素晴らしいと言
われていた。 
例えばそれが、実はこういうインクルーシブなやり方で、［生徒たちから出てくる］いろ
んなアイデア、いろんな考え方を否定せずに紹介しつつ、本当にいいことはどういうことな
んだろう、というようなディスカッションを展開していくプロセスを取ることが重要なのだ
と認識することがポイント。 
だから、生徒たちの協働というのも、こうしたプロセスをさしている。さっき瀧上幸子さ
んがおっしゃっていた、最後の成果物で最後の最後に発表してそれでパチパチパチ拍手して
終わり、ってことではない。ある程度まできてまとめて発表した時に、そこに対して、あー
だこーだと質問なり意見なりをもらうことが嬉しい、とか、意見をもらうことによって、さ
らにもっといいものにして、それがどうなるみたいな行き来があることに対する評価とか、
そうしたことが、協働になる。そういうことがもっと認められるようになるために、こうい
うフレームワークが出ることが、有効であり重要なのでしょう。 
実際、今までも、きっとみなさんやってこられているのが、そこがポイントだとか、そう
いうことが重要だと認められてきていないところが、日本で問題なのかもしれないと思いま
す。 
そういう意味では、個々にここに書かれていることが、翻訳の具合でいまいちピンとこな
いということもあるでしょう。そういう意味では、ルーブリック的にまとめられた、しばら
く前からのこういう基準の英語の物を見ていて、たださっと見た感じでは、ある意味すでに
当たり前にやっているようなことなのに、なんでわざわざ書くのだろうという印象が私には
あったのです。 
けれど、特に今日、こうやって見返してお話を聴いてみると、ある意味、結構、実践とし
ては既にやられていることを、きちんと位置付けて評価することに、すごく意義があるのか
なと、思います。では、一旦ここで終わりとします。 
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